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わ
が
国
で
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
長
期
に
わ

た
り
経
済
が
停
滞
し
た
。
九
○
年
代
に
入
る

と
企
業
は
厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
、
正
規

雇
用
を
絞
り
込
む
一
方
で
非
正
規
雇
用
を
拡

大
し
た
。
人
件
費
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
長
期
的
な
視
点
で
行
っ
て
き
た
雇

用
管
理
の
方
針
を
見
直
す
企
業
も
現
れ
始
め
、

人
材
育
成
に
お
い
て
は
即
戦
力
の
確
保
が
重

視
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
不
安
定
就

業
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
人
材
育
成
機
能

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
う

し
た
反
省
を
踏
ま
え
、
二
○
○
○
年
代
後
半

以
降
に
な
る
と
、
再
び
長
期
雇
用
を
前
提
と

し
た
人
材
育
成
を
見
直
す
動
き
が
強
ま
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
機
構
で

は
今
後
の
事
業
活
動
の
展
望
の
な
か
で
、
職

場
が
求
め
る
人
材
像
、
若
手
人
材
育
成
の
た

め
の
取
り
組
み
、
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、

今
後
の
課
題
と
政
策
的
対
応
を
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　

調
査
は
従
業
員
一
○
○
人
以
上
の
企
業
二

万
社
を
対
象
に
実
施
し
、
三
三
九
二
社
か
ら

回
答
を
得
た
（
有
効
回
収
率
は
一
七
％
）。

調
査
方
法
は
対
象
企
業
に
調
査
票
を
郵
送
し
、

郵
便
で
回
収
す
る
方
式
を
と
っ
た
。
調
査
期

間
は
、
二
○
一
一
年
一
月
七
日
か
ら
一
月
二

八
日
ま
で
と
し
た
。

　

本
稿
で
は
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
報

告
す
る
。

Ⅰ　

入
職
初
期（
入
社
３
年
目
く
ら
い
ま
で
）

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て

今
後
の
新
卒
採
用
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
」
を
重
視

　

企
業
が
新
規
学
卒
者
の
採
用
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
重
視
し
て
き
た
こ
と
と
し
て
は
、

「
仕
事
に
対
す
る
熱
意
が
あ
る
こ
と
」（
七
七
・

○
％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割
合
が
も
っ
と
も

高
く
、
次
い
で
「
職
業
意
識
・
勤
労
意
欲
が

高
い
こ
と
」（
六
四
・
五
％
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と

　
　

世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」

ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
こ
と
」（
六
四
・
四
％
）

の
順
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
今
後
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
こ

と
」（
六
九
・
○
％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割
合

が
も
っ
と
も
高
く
、
こ
れ
に
「
仕
事
に
対
す

る
熱
意
が
あ
る
こ
と
」（
六
六
・
九
％
）、「
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
あ
る
こ
と
」（
六
○
・
四
％
）

が
続
い
た
（
図
１
）。

　

転
職
者
、
既
卒
者
な
ど
の
若
手
人
材
を
採

用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
重
視
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し
て
き
た
こ
と
と
し
て
、「
仕
事
に
対
す
る
熱

意
が
あ
る
こ
と
」（
七
○
・
九
％
）
を
あ
げ
る

企
業
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、次
い
で「
業

務
に
役
立
つ
専
門
知
識
や
技
能
、
経
験
が
あ

る
こ
と
」（
六
八
・
一
％
）、「
職
業
意
識
・
勤

労
意
欲
が
高
い
こ
と
」（
六
四
・
五
％
）、「
社

会
常
識
や
マ
ナ
ー
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ

と
」（
六
二
・
八
％
）、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
高
い
こ
と
」（
六
二
・
一
％
）
の
順

と
な
っ
た
。

　

一
方
、
今
後
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
こ

と
」（
六
五
・
七
％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割
合

が
も
っ
と
も
高
く
、「
業
務
に
役
立
つ
専
門
知

識
や
技
能
、
経
験
が
あ
る
こ
と
」（
六
二
・
四

％
）と「
仕
事
に
対
す
る
熱
意
が
あ
る
こ
と
」

（
六
二
・
三
％
）
が
こ
れ
に
続
い
て
い
る
（
図

２
）。

「
広
い
視
野
が
持
て
る
職
場
へ
の
配
置
」
を

重
視
す
る
割
合
が
高
ま
る

　

入
職
初
期
（
入
社
三
年
目
く
ら
い
ま
で
）

の
社
員
を
配
置
す
る
際
、
こ
れ
ま
で
重
視
し

て
き
た
こ
と
、
今
後
重
視
す
る
こ
と
を
聞
い

た
。「
こ
れ
ま
で
」
で
は
「
社
員
の
適
性
」（
七

四
・
二
％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割
合
が
も
っ

と
も
高
く
、
次
い
で
「
配
置
さ
れ
る
各
部
門

か
ら
の
要
望
」（
六
二
・
三
％
）、「
基
礎
的
な

職
務
経
験
を
積
め
る
職
場
へ
の
配
置
」（
四

二
・
○
％
）
の
順
と
な
っ
た
。

　
「
今
後
重
視
す
る
こ
と
」
で
も
、「
社
員
の

適
性
」（
七
一
・
○
％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割

合
は
約
七
割
と
依
然
ト
ッ
プ
。
以
下
に
続
く

項
目
も
「
配
置
さ
れ
る
各
部
門
か
ら
の
要

望
」（
五
二
・
六
％
）、「
基
礎
的
な
職
務
経
験

を
積
め
る
職
場
へ
の
配
置
」（
四
七
・
九
％
）

と
上
位
四
位
ま
で
の
順
位
は
「
こ
れ
ま
で
」

と
か
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

た
だ
し
、「
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
の
で
き

る
職
場
へ
の
配
置
」
は
、「
こ
れ
ま
で
」
か
ら

「
今
後
」
に
か
け
て
、
重
視
す
る
こ
と
と
し

て
あ
げ
る
割
合
が
一
九
・
五
ポ
イ
ン
ト
も
伸

び
て
い
る
（
図
３
）。

　

今
後
、
企
業
は
入
職
初
期
の
社
員
を
配
置

す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
社
員
の

適
性
や
各
部
門
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
つ
つ

も
、
業
務
全
体
を
見
渡
せ
る
広
い
視
野
を
も

っ
た
人
材
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

入
職
初
期
の
社
員
の
配
置
希
望
に
つ
い
て
、

「
以
前
」（
五
年
以
上
前
）
と
「
近
年
」（
最
近

五
年
程
度
）
の
特
徴
を
そ
れ
ぞ
れ
聞
い
た
。

「
以
前
」
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、

「
新
入
社
員
の
配
置
は
会
社
側
の
考
え
で
行

わ
れ
る
者
が
多
い
」（
五
四
・
三
％
）
を
あ
げ

る
企
業
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で

「
会
社
側
が
決
定
し
た
配
置
に
不
満
を
持
つ

者
が
少
な
い
」（
三
七
・
七
％
）、「
新
入
社
員

の
希
望
が
特
定
の
部
門
・
職
種
に
集
中
す

る
」（
一
八
・
三
％
）
の
順
と
な
っ
た
。

　
「
近
年
」
の
特
徴
で
も
「
新
入
社
員
の
配

置
は
会
社
側
の
考
え
で
行
わ
れ
る
も
の
と
考

え
る
者
が
多
い
」（
五
一
・
二
％
）
を
あ
げ
る

企
業
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
い
が
、「
以
前
」

よ
り
も
や
や
低
下
し
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ

に
続
く
「
会
社
側
が
決
定
し
た
配
置
に
不
満

を
持
つ
者
が
少
な
い
」（
四
一
・
二
％
）、「
会

社
側
か
ら
み
た
適
性
と
本
人
の
希
望
と
の
間

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
」（
一
九
・
○
％
）
を

あ
げ
る
企
業
の
割
合
は
「
以
前
」
よ
り
上
昇

し
て
い
る
（
図
４
）。

人
材
育
成
で
は
「
社
員
一
人
一
人
の
役
割
を

理
解
さ
せ
働
き
が
い
を
高
め
る
」
を
重
視
へ

　

入
職
初
期
社
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
、

「
以
前
」（
五
年
以
上
前
）
重
視
し
て
い
た
こ

と
と
「
近
年
」（
最
近
五
年
程
度
）
重
視
し
て

い
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
聞
い
た
。「
以
前
」

重
視
し
て
い
た
こ
と
で
は
、「
社
員
一
人
一
人

が
担
っ
て
い
る
役
割
を
理
解
さ
せ
働
き
が
い

を
高
め
る
」（
五
三
・
五
％
）
を
あ
げ
る
企
業

の
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、「
経
営
方
針
の
理

解
な
ど
を
通
じ
て
、
組
織
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
た
せ
る
」（
五
三
・
一
％
）、「
社
員

相
互
理
解
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
」（
四
四
・
四
％
）
が
こ
れ
に

続
い
た
。

　
「
近
年
」
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
も
「
社

員
一
人
一
人
が
担
っ
て
い
る
役
割
を
理
解
さ

せ
働
き
が
い
を
高
め
る
」（
七
○
・
二
％
）
を

あ
げ
る
企
業
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、
そ

の
割
合
も
一
六
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い

る
。
続
く
「
経
営
方
針
の
理
解
な
ど
を
通
じ

て
、
組
織
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
た
せ

る
」（
六
七
・
七
％
）、「
社
員
相
互
理
解
の
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
」（
六
三
・
五
％
）
の
割
合
も
上
昇
し
た
（
図

５
）。

図３　入職初期の社員の配置において重視すること （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）

図４　入職初期の社員の配置希望の特徴 （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）
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「
自
ら
考
え
行
動
で
き
な
い
新
入
社
員
」
へ

の
対
応
が
課
題

　

入
職
初
期
の
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お

け
る
問
題
点
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
指
示
さ
れ

た
こ
と
は
で
き
る
が
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
」（
六
五
・
六
％
）
を
あ
げ
る

企
業
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た
。
次
い

で
、「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲

が
低
い
」（
四
二
・
二
％
）、「
社
会
人
と
し
て

の
基
本
的
な
常
識
や
マ
ナ
ー
が
身
に
つ
い
て

い
な
い
」（
四
二
・
二
％
）
の
順
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
「
職
場
で
の
意
思
疎
通
が
う
ま
く
い

っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
」（
二

八
・
五
％
）、「
失
敗
や
困
難
に
く
じ
け
ず
業

務
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
一

九
・
五
％
）
が
続
い
た
（
図
６
）。

　

入
職
初
期
の
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
円

滑
に
行
う
た
め
に
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

取
り
組
み
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
新
入
社
員
研

修
を
行
う
」（
八
八
・
一
％
）
を
あ
げ
る
企
業

の
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、
以
下
、「
新
入
社

員
に
指
導
役
を
付
け
、
業
務
全
般
に
つ
い
て

指
導
、
相
談
さ
せ
る
」（
五
五
・
五
％
）、「
必

要
な
ス
キ
ル
や
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
」（
四
七
・
一
％
）
が
続
い
て

い
る
。

　

今
後
実
施
す
る
と
見
込
ま
れ
る
取
り
組
み

で
も
「
新
入
社
員
研
修
」（
七
五
・
二
％
）
が

ト
ッ
プ
だ
が
、
そ
の
割
合
は
実
施
し
て
き
た

企
業
割
合
よ
り
低
い
。
一
方
、
二
番
目
に
高

か
っ
た
「
新
入
社
員
に
指
導
役
を
付
け
、
業

務
全
般
に
つ
い
て
指
導
、
相
談
さ
せ
る
」（
五

六
・
八
％
）、
三
番
目
に
高
か
っ
た
「
上
司

が
定
期
的
に
面
談
を
行
う
」（
五
六
・
○
％
）

は
同
割
合
を
上
回
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
」
に
比
べ
て
増
加
幅
が
大
き

か
っ
た
の
が
「
新
入
社
員
が
今
後
の
キ
ャ
リ

ア
目
標
や
必
要
な
取
組
を
考
え
る
機
会
を
与

え
る
」
で
二
三
・
六
ポ
イ
ン
ト
高
い
割
合
と

な
っ
て
い
る
（
図
７
）。

Ⅱ　

若
手
人
材
の
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

今
後
は
業
務
に
幅
広
く
通
じ
た
人
材
を
長
期

的
に
育
成

　

企
業
が
入
社
一
○
年
目
く
ら
い
ま
で
の

「
若
手
人
材
」
を
配
置
、
育
成
す
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
重
視
し
て
き
た
こ
と
、
今
後

重
視
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
聞
い
た
。「
こ

れ
ま
で
」
で
は
、「
特
定
の
部
門
に
お
い
て
実

務
の
第
一
線
の
担
い
手
と
し
て
育
成
す
る
」

（
五
七
・
六
％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割
合
が

も
っ
と
も
高
く
、
以
下
「
特
定
の
部
門
へ
の

配
置
を
基
本
と
し
つ
つ
必
要
に
応
じ
他
部
門

も
経
験
さ
せ
る
」（
四
一
・
一
％
）、「
短
期
的

な
研
修
等
で
育
成
す
る
」（
三
四
・
九
％
）
が

続
い
た
。

　

一
方
、「
今
後
」
で
は
、「
特
定
の
部
門
へ
の

配
置
を
基
本
と
し
つ
つ
必
要
に
応
じ
他
部
門

も
経
験
さ
せ
る
」（
五
六
・
○
％
）
を
あ
げ
る

企
業
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、こ
れ
に「
長

期
的
に
教
育
訓
練
を
行
い
、
育
成
す
る
」（
五

○
・
三
％
）、「
で
き
る
だ
け
多
く
の
部
門
を

経
験
さ
せ
る
」（
三
七
・
五
％
）
が
続
い
た
（
図

８
）。

　

企
業
は
こ
れ
ま
で
特
定
部
門
で
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
養
成
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て

き
た
が
、
今
後
は
、
企
業
内
の
業
務
を
広
く

見
渡
せ
る
視
野
を
も
っ
た
人
材
を
長
期
的
な

視
点
で
育
成
す
る
方
向
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

図５　入職初期の社員の配置や育成において重視すること（ｎ＝ 3392、複数回答）（％）

図６　入職初期のキャリア形成における問題 （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）

図７　入職初期の社員のキャリア形成を円滑に行うための取組 （ｎ＝3392、複数回答）（％）
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23.5
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63.5

1.1

4.1
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経営方針の理解などを通じて、組織の一員としての自覚を持たせる

仕事を通じ、社員の忍耐力を鍛える

社員間の競争を通じて向上心を高める

成功体験を通じて仕事に自信を持たせる

社員一人一人が担っている役割を理解させ働きがいを高める

社員相互理解のためのコミュニケーション能力を高める

その他

無回答

入職初期の社員の配置や育成にあたり以前重視していたもの 入職初期の社員の配置や育成にあたり近年重視しているもの

28.5

13.8

42.2

12.0

65.6

42.2

19.5

2.9

10.7

0 10 20 30 40 50 60 70

職場での意思疎通がうまくいっていないケースが増えている

新入社員がすぐに辞めてしまうケースが増えている

社会人としての基本的な常識やマナーが身についていない

指示されたことが正確にできない

指示されたことはできるが、自ら考え行動することができない

新しいことにチャレンジする意欲が低い

失敗や困難にくじけず業務をやり遂げることができない

その他

無回答
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30.3

0.7
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75.2

56.8

56.0

31.2

38.4

45.6

52.7

47.1

1.0

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

新入社員研修を行う

新入社員に指導役を付け、業務全般について指導、相談させる

上司が定期的に面談を行う

所属する職場外に相談できる機会を設ける（人事部門との面談等）

会社の経営課題や会社から期待されている役割を周知する

新入社員が今後のキャリア目標や必要な取組を考える機会を与える

必要なスキルや専門知識を身につけられるようにする

目標を達成したり業務を通じ成長がみられた際それを称え評価する

その他

無回答

入職初期の社員のキャリア形成のために実施してきた取組 入職初期の社員のキャリア形成のために今後実施する取組
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「
計
画
的
な
配
置
に
よ
る
人
材
育
成
」
を
重

視
す
る
企
業
が
大
幅
増

　

で
は
、
若
手
人
材
育
成
の
た
め
に
企
業
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
企
業
が
実
施
し
て
き
た

取
組
で
は
「
通
常
業
務
の
中
で
の
実
地
に
よ

る
教
育
訓
練
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）」（
八
五
・
七
％
）

を
あ
げ
る
企
業
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、

次
い
で
、「
資
格
取
得
の
支
援
な
ど
自
己
啓
発

の
促
進
」（
五
六
・
五
％
）、「
外
部
教
育
訓
練

機
関
に
よ
る
教
育
訓
練
」（
三
六
・
七
％
）
と

続
く
。

　

今
後
、
企
業
が
実
施
す
る
と
見
込
ま
れ
る

取
り
組
み
で
は
、
依
然
、「
通
常
の
業
務
の
中

で
の
実
地
に
よ
る
教
育
訓
練（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）」（
七

○
・
八
％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割
合
が
も
っ

と
も
高
い
も
の
の
、
そ
の
割
合
は
約
一
五
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
に
「
資
格
取

得
の
支
援
な
ど
自
己
啓
発
の
促
進
」（
五
八
・

三
％
）、「
計
画
的
な
人
事
配
置
に
よ
る
系
統

的
な
人
材
育
成
」（
四
八
・
九
％
）
が
続
い
た
。

　
「
計
画
的
な
人
事
配
置
に
よ
る
系
統
的
な

人
材
育
成
」
を
あ
げ
る
企
業
の
割
合
は
「
こ

れ
ま
で
」
に
比
べ
て
、
二
二
・
○
ポ
イ
ン
ト

も
多
く
な
っ
て
お
り
、
他
に
「
経
営
ト
ッ
プ

の
理
念
の
提
示
と
各
部
門
や
個
々
の
社
員
の

役
割
の
明
確
化
」（
一
四
・
一
ポ
イ
ン
ト
増
）、

「
従
業
員
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の

支
援
」（
一
三
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
）
の
上
昇
幅

が
大
き
か
っ
た
（
図
９
）。

　

今
後
、
企
業
は
こ
れ
ま
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
自

己
啓
発
の
促
進
に
加
え
て
、
計
画
的
な
人
材

配
置
の
実
施
を
通
じ
た
人
材
育
成
を
重
視
す

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

「
将
来
を
担
う
人
材
を
長
期
的
視
点
で
育

成
」
が
課
題
の
ト
ッ
プ
に

　

若
手
人
材
の
育
成
に
お
い
て
今
後
の
課
題

と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
将
来
を
担
う
人
材
を
長
期
的
視
点
で
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
」（
七
四
・
六
％
）
を
あ
げ

る
企
業
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で

「
若
手
人
材
の
指
導
に
当
た
る
上
司
の
指
導

力
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」（
六
七
・

○
％
）
の
割
合
も
高
い
。
さ
ら
に
「
会
社
の

経
営
理
念
に
基
づ
く
、
求
め
る
人
材
像
を
明

確
に
す
る
必
要
が
あ
る
」（
三
九
・
八
％
）、「
社

図８　若手人材の配置、育成において重視すること （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）

図９　若手人材育成のための取組 （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）

図 10　若手人材の育成における今後の課題 （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）
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特定の部門において実務の第一線の担い手として育成する

特定の部門への配置を基本としつつ必要に応じ他部門も経験させる

職業生活設計を考慮した人事配置

社内公募制による人事配置

フリーエージェント制による人事配置

自己申告制を踏まえた人事配置

長期的に教育訓練を行い、育成する

職業生活設計を考慮した教育訓練の実施

短期的な研修等で育成する

特別な研修等は行わず、社員の自主性に任せる

その他

無回答

若手人材の配置、育成においてこれまで重視したもの 若手人材の配置、育成において今後重視するもの
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計画的な人事配置による系統的な人材育成

社員の希望を配慮した人事配置による人材育成

通常の業務の中での実地による教育訓練（ＯＪＴ）

入社年次別の研修の実施

新入社員等に対し、指導役・助言役をつけること（メンター制度）

社員の職場への貢献を評価し表彰等を行うこと

職務分野別の研修の実施

従業員の自律的なキャリア形成への支援

経営トップの理念の提示と各部門や個々の社員の役割の明確化

選抜された社員に限定した人材育成

外部教育訓練期間による教育訓練

資格取得の支援など自己啓発の促進

大学など研究機関との共同研究による専門能力の育成

国内・海外留学による高度専門知識や技術の習得

学会、セミナー、勉強会などへの参加による先進技術や知識の習得

その他

無回答

若手人材育成のため、これまで実施してきた取組 若手人材育成のため、今後実施すると見込まれる取組
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会社の経営理念に基づく、求める人材像を明確にする必要がある

社員が自身のキャリア目標や計画を考える機会を設ける必要がある

将来を担う人材を長期的視点で育成する必要がある

個々の社員に合わせた成長の機会を提供する必要がある

必要に応じ職場の先輩や上司に相談できる機会を設ける必要がある

必要に応じ所属部門の他に相談できる機会を設ける必要がある

若手人材の指導に当たる上司の指導力を強化していく必要がある

自己啓発等の活動時間を確保する必要がある

業務に必要なスキルや知識を明確にする必要がある

世代や階層に応じたキャリア形成の機会を用意する必要がある

担当する仕事内容について個人の希望を考慮する必要がある

働く場所や時間等働き方について選択できるようにする必要がある

その他

無回答
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員
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
目
標
や
計
画
を
考
え

る
機
会
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
」（
三
六
・
○

％
）
が
続
い
て
い
る
（
図
10
）。

Ⅲ　

職
場
に
み
ら
れ
る
世
代
的
な
特
徴
に
つ

い
て

新
入
社
員
の
印
象
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
」
を
あ
げ
る
企
業
が
半
数

　

最
近
の
学
卒
新
入
社
員
の
印
象
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
職
場
で
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
れ
な
い
社
員
が
増
え
て
い
る
」（
四

六
・
七
％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割
合
が
も
っ

と
も
高
く
、
次
い
で
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の

あ
る
社
員
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
」（
四
三
・

八
％
）、「
自
分
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す

る
意
欲
の
あ
る
社
員
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
」（
三
七
・
七
％
）、「
自
分
の
や
り
た
い
仕

事
を
し
た
い
と
考
え
る
社
員
が
増
え
て
い

る
」（
三
四
・
四
％
）、「
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
情
報

収
集
能
力
の
高
い
社
員
が
増
え
て
い
る
」（
三

○
・
三
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図
11
）。

４
割
が
「
若
い
世
代
ほ
ど
仕
事
へ
の
こ
だ
わ

り
や
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
関
心
が
高

い
」

　

各
世
代
の
入
社
時
の
資
質
を
比
較
す
る
た

め
、
①
バ
ブ
ル
期
ま
で
に
採
用
さ
れ
た
世
代

（
四
○
歳
台
以
上
）、
②
バ
ブ
ル
崩
壊
後
一

九
九
○
年
代
に
採
用
さ
れ
た
世
代
（
主
に
三

○
歳
台
）、
③
二
○
○
○
年
代
に
採
用
さ
れ

た
世
代
（
主
に
二
○
歳
台
）
に
分
け
て
、
印

象
を
聞
い
た
。

　

ま
ず
、「
Ａ　

自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
か
「
Ｂ　

指
示
さ
れ
た
こ
と
だ

け
を
や
っ
て
い
る
」
の
ど
ち
ら
か
に
近
い
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、Ａ
に
近
い（「
Ａ
に
近
い
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
Ａ
に
近
い
」
の
合

計
）
は
、
四
○
歳
台
以
上
で
は
五
六
・
○
％
、

三
○
歳
台
で
は
三
一
・
七
％
、
二
○
歳
台
で

は
六
・
九
％
と
な
っ
た
。

　

一
方
、Ｂ
に
近
い
（「
Ｂ
に
近
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
Ｂ
に
近
い
」
の
合
計
）
は
、

四
○
歳
台
以
上
で
は
九
・
九
％
、
三
○
歳
台

で
は
一
六
・
八
％
、
二
○
歳
台
で
は
五
六
・

○
％
と
な
っ
て
お
り
、

若
い
世
代
ほ
ど
社
員

の
自
立
性
が
低
く
な

る
と
み
て
い
る
企
業

が
多
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
（
図
12
）。

　

次
に
「
Ａ　

柔
軟

な
発
想
で
新
し
い
考

え
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
」
か
「
Ｂ

　

過
去
の
例
や
こ
れ

ま
で
の
や
り
方
に
と

ら
わ
れ
て
い
る
」
の

ど
ち
ら
か
に
近
い
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

Ａ
に
近
い
（「
Ａ
に

近
い
」
と
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
Ａ
に
近

い
」
の
合
計
）
は
、

四
○
歳
台
以
上
で
は

二
二
・
四
％
、
三
○

歳
台
で
は
二
四
・
六

％
、
二
○
歳
台
で
は

二
○
・
五
％
と
な
っ

て
お
り
、
三
○
歳
台

で
「
過
去
の
例
や
こ

れ
ま
で
の
や
り
方
に

図 11　最近の学卒新入社員の印象 （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）

図 12　各世代の入社時の資質の印象「Ａ 自ら考え、行動することができる」か
「Ｂ 指示されたことだけをやっている」か （ｎ＝ 3392） （％）

図 13　各世代の入社時の資質の印象「Ａ 柔軟な発想で新しい考えを生み出すこと
ができる」か「Ｂ 過去の例やこれまでのやり方にとらわれている」か （ｎ＝3392） （％）

図 14　各世代の入社時の資質の印象「Ａ 失敗や困難があってもやり遂げようとす
る意思が強い」か「Ｂ 失敗したり困難な仕事に直面すると自信を失ってしまう」か 
（ｎ＝ 3392） （％）
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と
ら
わ
れ
て
い
る
」
と
す
る
企
業
の
割
合
が

も
っ
と
も
高
い
。

　

一
方
、Ｂ
に
近
い
（「
Ｂ
に
近
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
Ｂ
に
近
い
」
の
合
計
）
は
、

四
○
歳
台
以
上
で
は
三
三
・
六
％
、
三
○
歳

台
で
は
一
五
・
四
％
、
二
○
歳
台
で
は
一
九
・

五
％
と
な
っ
て
お
り
、四
○
歳
台
以
上
が「
過

去
の
例
や
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ

て
い
る
」
と
す
る
企
業
の
割
合
が
も
っ
と
も

高
か
っ
た
（
図
13
）。

　
「
Ａ　

失
敗
や
困
難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂

げ
よ
う
と
す
る
意
思
が
強
い
」
か
「
Ｂ　

失

敗
し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信

を
失
っ
て
し
ま
う
」
の
ど
ち
ら
か
に
近
い
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、Ａ
に
近
い（「
Ａ
に
近
い
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
Ａ
に
近
い
」
の
合

計
）
は
、
四
○
歳
台
以
上
で
六
二
・
四
％
、

三
○
歳
台
で
は
三
六
・
○
％
、
二
○
歳
台
で

は
八
・
八
％
と
な
っ
た
。

　

一
方
、Ｂ
に
近
い
（「
Ｂ
に
近
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
Ｂ
に
近
い
」
の
合
計
）
は

四
○
歳
台
以
上
で
は
五
・
五
％
、
三
○
歳
台

で
は
一
二
・
五
％
、
二
○
歳
台
で
は
四
三
・

八
％
と
な
っ
て
お
り
、
若
い
世
代
ほ
ど
、
失

敗
や
困
難
に
対
す
る
耐
性
が
低
く
な
る
と
み

る
企
業
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る（
図
14
）。

　
「
Ａ　

仕
事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
に
た
け
て
い
る
」
か
「
Ｂ　

職
場

に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く

図
れ
な
い
」
の
ど
ち
ら
か
に
近
い
か
聞
い
た

と
こ
ろ
、Ａ
に
近
い
（「
Ａ
に
近
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
Ａ
に
近
い
」
の
合
計
）
は
、

四
○
歳
台
以
上
で
は
五
五
・
九
％
、
三
○
歳

台
で
は
三
七
・

六
％
、
二
○
歳

台
で
は
一
二
・

八
％
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
Ｂ
に

近
い
（「
Ｂ
に

近
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
え

ば
Ｂ
に
近
い
」）

の
合
計
）
は
、

四
○
歳
台
以
上

で
は
五
・
二
％
、

三
○
歳
台
で
は

八
・
五
％
、
二

○
歳
台
で
は
三

七
・
一
％
と
な

っ
て
お
り
、
二

○
歳
台
に
つ
い

て
、
職
場
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
に

課
題
が
あ
る
と

考
え
る
企
業
の

割
合
が
高
く
な

っ
て
い
る
（
図

15
）。

　
「
Ａ　

チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
い

う
意
識
が
強
い
」
か
「
Ｂ　

他
の
社
員
や
部

門
を
引
っ
張
っ
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

あ
る
」
の
ど
ち
ら
か
に
近
い
か
聞
い
た
と
こ

ろ
、
Ａ
に
近
い
（「
Ａ
に
近
い
」
と
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
Ａ
に
近
い
」
の
合
計
）
は
、

四
○
歳
台
以
上
で
は
四
二
・
六
％
、
三
○
歳

台
で
は
三
七
・
七
％
、
二
○
歳
台
で
は
三
六
・

六
％
と
な
っ
た
。

　

一
方
、Ｂ
に
近
い
（「
Ｂ
に
近
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
Ｂ
に
近
い
」
の
合
計
）
は
、

四
○
歳
台
以
上
で
は
二
○
・
○
％
、
三
○
歳

台
で
は
一
○
・
○
％
、
二
○
歳
台
で
は
一
○
・

五
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
16
）。

　

四
○
歳
台
以
上
に
つ
い
て
、
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
一
方
で
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
も
発
揮
で
き
る
と
み
る
企
業
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
Ａ　

組
織
が
求
め
る
役
割
を
果
た
そ
う

と
す
る
意
識
が
強
い
」
か
「
Ｂ　

自
分
の
取

り
組
み
た
い
仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
」

の
ど
ち
ら
か
に
近
い
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
Ａ

に
近
い
（「
Ａ
に
近
い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
Ａ
に
近
い
」
の
合
計
）
は
、
四
○
歳

台
以
上
で
は
五
六
・
七
％
、
三
○
歳
台
で
は

三
四
・
二
％
、
二
○
歳
台
で
は
一
七
・
二
％

と
な
っ
た
。

　

一
方
、Ｂ
に
近
い
（「
Ｂ
に
近
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
Ｂ
に
近
い
」
の
合
計
）
は
、

四
○
歳
台
以
上
で
は
一
○
・
○
％
、
三
○
歳

台
で
は
一
三
・
三
％
、
二
○
歳
台
で
は
三
一
・

八
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
17
）。

　

若
い
世
代
ほ
ど
組
織
が
求
め
る
役
割
を
果

た
そ
う
と
す
る
意
識
が
弱
く
な
る
一
方
で
、

自
分
の
取
り
組
み
た
い
仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り

が
強
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
企
業
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
Ａ　

会
社
内
で
業
務
に
取
り
組
む
中
で

図 15　各世代の入社時の資質の印象「Ａ 仕事におけるコミュニケーション能力に
たけている」か「Ｂ 職場においてコミュニケーションをうまく図れない」か （ｎ＝
3392） （％）

図 16　各世代の入社時の資質の印象「Ａ チームの一員としての役割を果たすこと
ができる」か「Ｂ 他の社員や部門を引っ張っていくリーダーシップがある」か （ｎ
＝ 3392） （％）

図 17　各世代の入社時の資質の印象「Ａ 組織が求める役割を果たそうとする意識
が強い」か「Ｂ 自分の取り組みたい仕事へのこだわりが強い」か （ｎ＝ 3392） （％）
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自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
が
高
ま
る
と
考
え
る
」
か

「
Ｂ　

自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
職
業
生
活

設
計
に
関
心
が
高
い
」
の
ど
ち
ら
か
に
近
い

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、Ａ
に
近
い（「
Ａ
に
近
い
」

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
Ａ
に
近
い
」
の
合

計
）
は
、
四
○
歳
台
以
上
で
は
四
七
・
三
％
、

三
○
歳
台
で
は
二
五
・
六
％
、
二
○
歳
台
で

は
一
四
・
五
％
と
な
っ
た
。

　

一
方
、Ｂ
に
近
い
（「
Ｂ
に
近
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
Ｂ
に
近
い
」
の
合
計
）
は
、

四
○
歳
台
以
上
で
は
六
・
五
％
、
三
○
歳
台

で
は
一
三
・
九
％
、
二
○
歳
代
で
は
二
六
・

九
％
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
は
若
い
世
代
ほ

ど
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
対
す
る
関
心
が
高
い
と

み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
図
18
）。

半
数
の
企
業
が
何
ら
か
の
世
代
間
キ
ャ
ッ
プ

感
じ
る

　

職
場
内
で
の
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
現
状
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
約
半
数
の
企

業
が
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑

で
あ
る
（「
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
円
滑
で
あ
る
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑
で
あ

る
」
の
合
計
）
と
し
て
い
る
。
一
方
、「
世
代

間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑
で
な
い
」

（「
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑

で
な
い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
世
代
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑
で
な
い
」
の

合
計
）
と
考
え
る
企
業
の
割
合
は
約
二
割
に

と
ど
ま
っ
た
。
た
だ
し
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」
と
す
る
企
業
の
割
合
も
約
三
割
（
二

図 18　各世代の入社時の資質の印象「Ａ 会社内で業務に取り組む中で自らのキャリア
が高まると考える」か「Ｂ 自らのキャリア形成や職業生活設計に関心が高い」か （ｎ
＝ 3392） （％）

図 19　職場内での世代間コミュニケーションについて （ｎ＝ 3392） （％）

図 20　世代間コミュニケーションが円滑でない理由 （ｎ＝ 687、複数回答） （％）

図 21　世代間コミュニケーションの円滑化に向けた取組 （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）
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②１９９０年代に採用された世代（主に30代）の入職初期の資質

③２０００年代に採用された世代（主に20代）の入職初期の資質

Ａに近い どちらかといえばＡに近い どちらともいえない どちらかといえばＢに近い Ｂに近い 無回答

8.5 41.4 27.2 19.0 1.2 2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

世代間コミュニケーションは円滑である どちらかといえば世代間コミュニケーションは円滑である

どちらともいえない どちらかといえば世代間コミュニケーションは円滑でない

世代間コミュニケーションは円滑でない 無回答

43.2

41.5

52.1

12.7

24.5

45.4

57.4

3.3

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70

業務が個別化しコミュニケーションを図る機会が少なくなっているから

メールなどに頼りすぎて対面のコミュニケーションが希薄になっているから

世代ごとに意識や価値観が異なりコミュニケーションを図ることが難しいから

組織階層を減らし、中間管理職層が少なくなっているから

バブル崩壊後の採用抑制で中堅層が薄くなっているから

業務が多忙でコミュニケーションを図る時間の余裕がないから

飲み会など職場外でのコミュニケーションの機会が減ってきているから

その他

無回答

44.9

44.7

38.2

14.5

26.3

38.7

26.0

22.9

37.9

1.5

10.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

職場内や部門間で勉強会などの場を設け情報共有や意思疎通を図ること

朝礼や打合せなどを行い、対面でのコミュニケーションの機会を増やすこと

職場において上司と定期的な面談の機会を設けること

所属する職場外に相談できる機会を設けること

会社の経営理念や求める人材像を各職場に浸透させること

若手と幹部をつなぐ中堅の役割を強化すること

職場に貢献した社員を評価し、社員の意欲を向上させること

職場でのコミュニケーションのための時間を確保すること

親睦会などの場を設け職場外でのコミュニケーションの機会を増やすこと

その他

無回答
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七
・
二
％
）
を
占
め
て
お
り
、「
世
代
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑
で
な
い
」
と
す
る

企
業
と
合
わ
せ
て
約
半
数
が
何
ら
か
の
世
代

間
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
（
図
19
）。

　
「
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑

で
な
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
世
代
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑
で
な
い
」
と
答
え

た
企
業
に
そ
の
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
飲

み
会
な
ど
職
場
外
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
る
か
ら
」（
五

七
・
四
％
）、「
世
代
ご
と
に
意
識
や
価
値
観

が
異
な
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
難
し
い
か
ら
」（
五
二
・
一
％
）
を
あ
げ

る
企
業
の
割
合
が
五
割
を
超
え
、
次
い
で
、

「
業
務
が
多
忙
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
時
間
の
余
裕
が
な
い
か
ら
」（
四
五
・
四

％
）、「
業
務
が
個
別
化
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
か

ら
」（
四
三
・
二
％
）、「
メ
ー
ル
な
ど
に
頼
り

す
ぎ
て
対
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
か
ら
」（
四
一
・
五
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
る
（
図
20
）。

　

職
場
内
で
の
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
円
滑
に
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
か
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
職
場

内
や
部
門
間
で
勉

強
会
な
ど
の
場
を

設
け
情
報
共
有
や

意
思
疎
通
を
図
る

こ
と
」（
四
四
・
九

％
）、「
朝
礼
や
打

合
せ
な
ど
を
行
い
、

対
面
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
を
増
や
す
こ

と
」（
四
四
・
七
％
）、

「
若
手
と
幹
部
を

つ
な
ぐ
中
堅
の
役

割
を
強
化
す
る
こ

と
」（
三
八
・
七
％
）、

「
職
場
に
お
い
て

上
司
と
定
期
的
な

面
談
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
」（
三

八
・
二
％
）
を
あ

げ
る
企
業
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い

る
（
図
21
）。

Ⅳ　

若
手
人
材
育
成
に
向
け
た
家
庭
や
学
校
、

企
業
の
役
割
や
取
組
に
つ
い
て

学
校
に
求
め
る
役
割
は
「
自
ら
考
え
る
力
を

習
得
さ
せ
る
こ
と
」
が
ト
ッ
プ

　

若
手
人
材
の
育
成
に
向
け
、
家
庭
や
学
校

に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
聞
い
た
。
家
庭
に
つ

い
て
は
、「
あ
い
さ
つ
や
マ
ナ
ー
な
ど
基
本
的

な
社
会
常
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
」（
九

二
・
八
％
）
や
「
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
」（
八
九
・
四
％
）
を

あ
げ
る
企
業
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
学
校
に
つ
い
て
は
、「
自
ら
考
え
る

力
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
」（
八
二
・
五
％
）
を

あ
げ
る
企
業
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

次
い
で
、「
自
分
の
意
見
を
明
確
に
表
現
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
」（
七
四
・
○
％
）、「
相

手
の
話
を
良
く
聞
き
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
」（
六
九
・
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
図

22
）。

　

若
手
人
材
の
活
用
・
育
成
の
観
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
取
り
組
み
、
今
後

実
施
す
る
と
見
込
ま
れ
る
取
り
組
み
を
聞
い

た
。「
こ
れ
ま
で
」
で
は
、「
他
企
業
か
ら
の

離
職
者
を
中
途
採
用
し
て
育
成
す
る
」（
六

三
・
九
％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割
合
が
も
っ

と
も
高
く
、
次
い
で
、「
非
正
社
員
か
ら
正
社

員
へ
と
登
用
し
育
成
す
る
」（
五
四
・
二
％
）、

「
学
卒
後
の
未
就
業
期
間
が
短
い
者
（
既
卒

者
な
ど
）
を
採
用
し
育
成
す
る
」（
一
九
・
八

％
）
が
続
い
て
い
る
。

　
「
今
後
」
に
つ
い
て
も
「
他
企
業
の
離
職

者
を
中
途
採
用
し
育
成
す
る
」（
五
三
・
六
％
）、

「
非
正
社
員
か
ら
正
社
員
へ
と
採
用
し
育
成

す
る
」（
四
六
・
二
％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割

合
が
高
か
っ
た
が
、「
こ
れ
ま
で
」
と
比
べ
て

一
○
ポ
イ
ン
ト
前
後
低
い
。
一
方
、
こ
れ
ら

に
続
い
た
「
学
卒
後
の
未
就
業
期
間
が
短
い

者（
既
卒
者
）を
採
用
し
育
成
す
る
」（
二
八
・

図 22　若手人材育成に向けた家庭や学校の役割 （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）

図 23　若手人材の活用・育成に向けた企業の取組 （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）

89.4

92.8

43.8

58.7

45.5

51.5

43.4

61.9

52.3

0.2

0.7

1.5

32.8

55.2

74.0

69.8

82.5

59.8

53.6

57.5

53.1

0.4

0.9

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

規則正しい生活習慣を身につけさせること

あいさつやマナーなど基本的な社会常識を身につけさせること

自分の意見を明確に表現できるようにすること

相手の話を良く聞き理解できるようにすること

自ら考える力を習得させること

学業に真面目に取り組ませること

職業意識を身につけさせること

努力したり困難を乗り越えることで成長する経験を積ませること

本人がどのような仕事に就きたい希望かを尊重し活動を支援する

特に期待する役割はない

その他

無回答

若手人材育成に向けた、家庭に求められる役割 若手人材育成に向けた、学校に求められる役割

54.2

63.9

19.8

19.3

11.6

13.5

0.6

3.7

46.2

53.6

28.8

16.1

11.6

11.0 

1.2

11.3

0 10 20 30 40 50 60 70

非正社員から正社員へと登用し育成する

他企業の離職者を中途採用し育成する

学卒後の未就業期間が短い者（既卒者など）を採用し育成する

フリーター、派遣社員等を中途採用し育成する

就業経験の乏しい者を採用し育成する

特に実施している取組はない

その他

無回答

若手人材の活用・育成の観点からこれまで実施してきた取組 若手人材の活用・育成の観点から今後実施が見込まれる取組
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八
％
）は
九
ポ
イ
ン
ト
多
く
な
っ
て
い
る（
図

23
）。

　

非
正
社
員
か
ら
正
社
員
へ
の
登
用
、
既
卒

者
等
の
中
途
採
用
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
か
聞
い
た
。
非
正
社
員
か
ら
正

社
員
へ
の
登
用
に
お
け
る
課
題
と
し
て
は

「
正
社
員
登
用
対
象
と
な
る
意
欲
・
能
力
の

あ
る
者
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
」（
三
八
・
四

％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割
合
が
も
っ
と
も
高

く
、
以
下
、「
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下

を
招
か
な
い
よ
う
公
正
に
選
考
を
行
う
」（
三

二
・
五
％
）、「
正
社
員
へ
と
登
用
さ
れ
た
者

に
対
し
、
改
め
て
研
修
等
を
行
う
必
要
が
あ

る
」（
二
六
・
七
％
）
が
続
い
て
い
る
（
図
24
）。

　

一
方
、
中
途
採
用
に
お
け
る
課
題
と
し
て

は
「
求
め
る
人
材
が
な
か
な
か
見
当
た
ら
な

い
」（
五
七
・
八
％
）
を
あ
げ
る
企
業
の
割
合

が
も
っ
と
も
高
く
、「
募
集
し
て
も
応
募
者
が

少
な
い
」（
二
五
・
五
％
）、「
採
用
活
動
に
費

用
が
か
か
る
」（
二
一
・
三
％
）
が
続
い
た
（
図

25
）。

（
調
査
・
解
析
部　

米
島
康
雄
）

図 24　非正社員から正社員への登用についての課題 （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）

図 25　中途採用における課題 （ｎ＝ 3392、複数回答） （％）
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24.4

26.7

38.4

13.3

4.0

6.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

社員のモチベーション低下を招かないよう公正に選考を行う

正社員への転換ができなかった社員へのフォローが必要である

正社員登用制度の導入前提に非正社員の人事考課を行う必要がある

正社員へと登用された者に対し、改めて研修等を行う必要がある

正社員登用対象となる意欲・能力のある者を増やす必要がある

課題は特にない

その他

無回答

57.8

25.5

1.3

16.0

21.3

16.3

7.3

2.5

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70

求める人材がなかなか見当たらない

募集をしても応募者が少ない

どのような方法で募集をしたらよいか分からない

採用活動に時間がかかる

採用活動に費用がかかる

中途採用における課題は特にない

中途採用を実施していない

その他

無回答
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